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尿管結石症に対するアリナミン F の効果
日 景
尿管結石症は水腎症，感染症等の腎障害を費らし 
易く，早期にこれを取り除かねばならぬことは当然
である。従来より本症に対しては，観血的に尿管切
石術を行なうか，あるいは保存的に内視鏡的尿管切 
石術，急速利尿による結石の排出などが試みられて
来7こが，保存的療法については，特に有効と思われ
る方法が見られない。
アリナミンFは広く各領域に利用され，その効果
が報告されているが，特に泌尿器科領域における勝
脱応対する作用(後述〉より，乙れを尿管結石症に
対し応用した数例を経験したのでその結果を報告す
る。 
1) 治療対象
比較的腎機能の良く保たれている尿管結石症の患
者 6名について行なった。結石の大きさはいずれも
アズキ大位である。
2) 投与方法および効果の判定 
方法はアリナミン F50 (静注用〉を，連日投与，
比較的短時日 (20日以内〉の結石の移動をレ線写
真により確認した。なお計画的な利尿等は行なって
いない。 
3) 治療結果
上記の方法により実施した結果は次の通りであ 
る。
(症例 1)26才，♀，左尿管結石(小骨盤内〉 
6回投与後自然排石を認めた。
(症例II) 32才，合，右尿管結石
10回投与後自然排石を認めた。
(症例 III)37才，合，左尿管結石(小骨盤内〉
10回投与するも排石を認めないが， 結石は尿管口
近くに移動，現在観察中である。
(症例 IV)41才，♀，左尿管結石 (SII) 
士 山
局
10回投与にて尿管口近くに移動したが排石なく尿
管切石術を行った。
(症術V)55才，合，右尿管結石 (L1 -II中間〉
17回投与により小骨盤内に移動するも排石認めず
尿管切石術を行なった。
(症例 VI)29才，合，左尿管結石 (LIII) 
15回投与により自然排石を認めた。
以上6例中自然排石を認めたもの 3例，結石の移
動著明なもの 3例，不変Oであった。排石の無かつ
たもの 3例中 2例は尿管切石術を行ない， 1例は，
現在経過観察中である。
以上少数例ではあるが，ある程度の効果を認め，
尿管結石症に対する保存的療法に特に有効なものが
ない現在，尿管切石術を行なう前に一度試みて良い
方法と思う。今後さらに数を重ね，その効果を確認
したい。 
4) 考察
アリナミン Fの泌尿器科領域，特l乙跨脱tと対する
効果は，神経因性腸脱について報告されており，そ
の作用は， i) 勝脱内圧の正常化(すなわち，低圧
無緊張性勝脱の緊張を高め，高圧縮小勝脱の緊張を
下げる) i) 勝脱組織代謝を正常化する。さらに0
ii)実験的に正常勝脱の緊張増加を認める。以上の
三点に要約される。このことは，尿管に対しでも同
様の作用をあらわし，その嬬動を充進せしめるもの
と考えられる。 
5) 終りに 
以上尿管結石症に対しアリナミンFを使用し，そ
の効果を見たので， 乙乙に ζれを報告した。少数例 
であるので，他の方法との比較検討をするに到らな
いが，今後追試を重ね，さらに検討したい。
